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．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
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次期学習指導要領で求められる理科教育の充実に向けた授業実践の提案
抄録：本研究では、次期学習指導要領で求められている理数教育の充実や学びの質を高める方法として、得られた実
験データをグラフ化する取り組みを行った。そして、このグラフを使って、日常生活で見られる自然現象を明らかに
しようとした。この実践例について紹介する。
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1.  はじめに
　2020 年に実施される次期学習指導要領 1）において、
理数教育の充実が改善事項として取り上げられてい
る。具体的には、現指導要領改訂において 2-3 割程度
授業時間数を増加し、充実させた内容を今回も維持す
る。そして、日常生活などから問題を見いだす活動や
見通しをもった観察、実験などの充実により、学習の
質を向上させる。さらに、必要なデータを収集分析し、
その傾向を踏まえて課題を解決するための統計教育の
充実、自然災害に関する内容の充実が求められている。
加えて、主体的、対話的で深い学びを必要とすること
が述べられている。理科では、生徒に「何を明らかに
するために実験を行うか」をよく考えさせ、得られた
データを生徒間で共有し合い、その後実験結果の妥当
性を議論することが大切であると思われる。このよう
な取り組みを通して、子どもたちの理解の質を高めて
いくことが学びの質の向上につながっていくと考えら
れる 2）。本研究では、このような視点に立って、理科
の実験を実践してみた。
　これまで、小学校における理科教育の抱える課題と
しては、子どもたちの理科に関する知識は豊富である
が、図や絵を見て考える力が不足していると思われる。
新しい学習指導要領では、これらの課題に対応するた
めに実験データをきちんと分析する力の養成が求めら
れている。そこで、今回、理科実験とグラフ作成を組
み合わせた理数教育の授業を提案する。
2.  日常生活に見られる自然現象
　今回、日常の生活で観測できる現象として台風接近
時の気圧変化 3）と毛細管現象 4，5）を取り上げる。この
2 つのテーマは、5 年生理科「わくわく理科（啓林館）6）」
の「台風と気象現象」、6 年生算数「わくわく算数（啓
林館）7）」の「比例と反比例」でそれぞれ実践するこ
とが可能である。これらの教材は、どちらも実験や観
察をした後、算数の知識を使ってグラフを作成する学
習活動である。そして、いずれも 2 限（45 分× 2）の
時間を想定している。
　台風接近時の気圧変化では、まず台風が接近するこ
とにより、天気が大きく変化することなどを説明する。
その後、観測された気圧データをグラフ化し、実験か
らさまざまな関係を見出すことを考えた。図 1，2 に
示したグラフは 2017 年 9 月 17 日と 10 月 22 日に台風
18 および 21 号が和歌山県海南市にそれぞれ接近した
ときの気圧変化である。観測は、市販されている島津
理化社製 PS-2154A 気象センサーによって測定し、島
津理化社製 PS-2100 インターフェースを用いてコン
ピューターによる自動計測を行った。今回のグラフは、
測定開始後、5 分ごとの気圧をプロットしたものであ
る。また、本研究では実際に気圧を測定したが、イン
ターネットなどで気象情報を集める方法もある 6）。
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生徒への説明として、まず、台風が接近すると強い風
が吹いたり、短い時間に大雨がふったりするが、その
原因が主に気圧の低下によることを確認する。その後、
図 1，2 で作成したグラフを生徒で共有し合い、どの
時間から天気が変化するかを考察する。さらに、台風
が観測地である海南市に最も近づいた時間を考える。
　最後に、接近時のグラフの傾きと通過後のグラフ
の傾きが異なることから、偏西風により台風の速さ
が変化していることを推察する（図 1：17 日 19 時 30
分：時速 35km，18 日 5 時 30 分：時速 80km；図 2：
22 日 21 時 30 分：時速 50km，23 日 6 時 00 分：時速
60km）。このように、グラフを利用することにより、
台風接近時の天気の変化や台風の動きなどを可視化で
き、グラフを読み取ることにより理科の学びの質を向
上させることが可能だと思われる。
　次に、毛細管を使った実験を取り上げる。毛細管の
径（D/mm）と上昇した水面の高さ（Δ H/mm）の
関係をプロットしたグラフを図 3 に示す 4，5）。
　一般に、毛細管の径が小さいほど、水の表面張力に
よって水面が上昇する。そして、水面の上昇は毛細管
の径に反比例することが知られている 8）。図 3 の測定
データは、この関係を満たしている。反比例の関係は
小学校の算数 6 で学習するが、日常生活などからこの
関係を見いだす活動は、小学校でこれまでほとんど行
われていない。そこで、今回毛細管現象をテーマにし
た実験と反比例の関係を見いだす教材 8）を提案し、小
学校で学習活動を行った。また、毛細管はスポーツ飲
料など水に塩を加えることで、水溶液の単位体積あた
りの重さが変わり水面の高さが低下するなど、見通し
をもったさまざまな実験を行うことが可能である 5）。
3.  提案授業の内容と実践
3.  1. 授業の内容
　毛細管現象を題材にした理科実験を 2015 年 2 月 23
日に和歌山市立藤戸台小学校で行った。今回の授業は
小学 6 年生の理科と算数（比例と反比例）において、
教科横断的な取り組みとして実施した 9）。そして、こ
の取り組みで実験結果をグラフ化してグループで検討
する活動を設定した。この授業の指導案の一部とワー
クシートを資料 1-4 に示す。
　この授業では、児童の主体性を重視し、実験で得ら
れた数値を元にして、グループごとに結果を示すグラ
フを描画することとした。グラフの書き方の指示・手
順などは最小限に留め、グループ内で協力し試行錯誤
させることによって、グラフを完成させることとした
（写真 1）。また、グラフの読み解き結果については、
グループ内での話し合いをもとにしてホワイトボード
に記入し、黒板上に貼り付けて容易に各班の結果の比
較ができるように配慮した（写真 2）。
図 1　台風 18 号接近時および接近後の気圧変化
（測定日：2017 年 9 月 17-18 日；測定場所：和歌山県海南市）
図 2　台風 21 号接近時および接近後の気圧変化
（測定日：2017 年 10 月 22-23 日；測定場所：和歌山県海南市）
図 3　水を用いたときの毛細管実験器のガラス管の
直径（D/mm）と液面上昇の高さ（ΔH/mm）の関係
写真 1　得られたデータをもとにしたグラフの作製
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能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
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3. 2.  実験方法
　今回、市販されている毛細管実験器（3Bscientific
社製：毛細管のガラス管の内径 D=0.5，1.0，1.5，2.0mm；
NaRiKa 社製：毛細管のガラス管の内径 D=0.5，1.0，1.5，
2.0mm）を用いて毛細管現象を観察した 5）。各実験器
に食紅を加えた適量の水を注いでしばらく静置させた
後、試料を注いだガラス管の水面を基準とし、この点
から毛細管の水面までの高さ（Δ H）を測定した。
3. 3.  グラフを用いた授業の成果
　本研究で、得られた実験データから規則性や傾向を
見いだす授業を試みた結果、理科と算数が深く関係す
ることに興味をもった児童が多く見られた。しかしな
がら、グラフを作成するのが難しかったという意見も
あった。実際、グラフの作成では曲線を描くことがで
きていたグループは半数程度であった。曲線を描くこ
とができたグループも反比例の関係（規則性）まで理
解できている児童は少数であった。今後、小学校の段
階では実験データをグラフ化した際は数値できちんと
規則性を再確認する必要があることがわかった。
　一方で、今回、実験とグラフ作成を同じグループで
連続した 2 つの授業で行い、児童が主体的に活動をで
きるように工夫した。そして、児童は試行錯誤しなが
ら協力してグラフを完成させた。その後、他のグルー
プのデータを比較することで、グラフが曲線にな こ
とを共有することができた。
3. 4.  当実践における課題
　毛細管現象を題材にした実験では、毛細管の径と水
面の高さの関係はほぼ反比例となっていたが、測定誤
差の知識が新たに必要であることがわかった。測定
データをグラフ化し、グループで得られた結果を話し
合うことにより自然界の法則性や傾向を見いだすこと
は可能であると思われる。しかし、今回の実験では、
小学校の段階で誤差の知識が必要であり、得られた値
に幅を持たせてプロットし、直線でないこと（反比例
の関係性）を見いだす指導法が今後求められることが
わかった。
４.  成果と今後の課題
　本研究では、次期学習指導要領の改訂に従って、グ
ラフ作成を取り入れた理科実験の教材開発や実践に取
り組んだ。その結果、測定データをグラフ化すること
により、より深い学びを提供することが可能となっ
た。特に、児童が主体的になって実験と実験から得ら
れたデータを、グラフを使ってまとめることは、理科
や算数など幅広い知識を使って課題を解決する力が必
要である。この点に関しては、ある程度効果があった
と考える。しかし、小学校において実験の誤差の取り
扱い方などに問題が生じた。一般的に、誤差を小学生
に理解させることはかなり難しいと考えられる。そし
て、小学校段階ではあまり誤差が生じないような実験
が数多く設定されている。つまり、誤差が生じる実験
は、小学生の発達段階を超えたものと考えられる。し
かしながら、誤差の小さな実験は自然界で非常に少な
く、学びの質の高まりや深い学びとは相反することと
なるので配慮が必要であると思われる。さらに、主体
的、対話的で深い学びを提供するために、考えるため
の教材や手法以外に問題提起や質問内容などの工夫も
大切であると思われる 今後、これらの点に注目し、
深い学びの授業づくりに取り組んでいきたいと考えて
いる。
　本研究は、平成 26 年度文部科学省総合的な教師力
向上のための調査研究事業からの補助を受けて行った
ものである。
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写真 2　各班でまとめた結果と作製したグラフ
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
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江田 裕介
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(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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学習指導案 
 
1．授業者、補助者
理科：和歌山大学大学院教育学研究科 教科教育専攻 理科教育専修 所属学生 2 名
数学：和歌山大学大学院教育学研究科 教科教育専攻 数学教育専修 所属学生 2 名
2．単元 比例・反比例
3．学年・組 6 年 3 組
4．本時について
( 理科 )
毛細管現象を紹介する。また、身のまわりの毛細管現象 ( 例えば、植物が高い木の上の葉まで水を運
ぶことができるのはなぜか ) について、興味を持たせたい。
5．本時の目標
( 理科 )
毛細管現象の規則性に気付く。特に、管の太さ(内径)と上昇する水面の高さの関係性を、実験から導き
出すことができるようにしたい。
6．準備物
( 理科 )
実験装置①、実験装置② ( 毛細管 )、実験道具③ ( 三角柱の容器 )、食紅、ガラス棒、ビーカー、メ
スシリンダー、ガラスのコップ ( グラス )、雑巾、キッチンペーパー、定規、キャピラリー(もしくは
ストローなど)、ワークシート、タブレット端末
 
7．本時の展開 ( 理科：前半 45 分 )
学習活動 児童の動き、反応 指導者の動き 留意点、補助 
導入 ( 5 分 )
1.どのグラスに入ったジ
ュース(色水)が、一番多
いだろう？
■班活動(実験活動)をす
るため、6 班程度に分か
れる。
■数種類のグラスに同じ
量の色水を入れ、どのグ
ラスに一番たくさん入
っているか考えさせる。
・「今日は、入れ物の形
と、水面の高さに注目し
てほしいです。」
・入れ物(グラス)の形と、
液面の高さに注目させ
たい。
資料　1
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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展開 ( 35 分 )
2.一番水面が高くなるの
は、どの入れ物だろう？
(演示実験)
3.今日のめあて( 理科 )
の提示をする。
4. 毛細管現象の秘密を
調べよう。( 実験 )
・「一番体積の多いやつ
が低くなる」
・「全部同じ高さになる
のでは？」
・「同じ高さになった。」
・「どうして同じ高さに
なるの？」
・「やってみたい」
■実験を始める前に、水
面がどうなるのか予想
をする。
・「やっぱり同じ高さに
なるのでは」
・「穴の太さが違うよ」
・「今度は高さが違うか
もしれない」
■各班で、実験装置②を
使って 水面 高さ 測
定する。
■実験結果をプリント
(ワークシート)にまとめ
る。
■実験装置①(団子、蛇、
棒)に色水を入れて、ど
の入れ物の水面が高く
なるか考えさせる。
・入れ物は、管の下でつ
ながっていることを伝
える。
■実験装置②(棒が 4 本)
を提示し、今日はこの道
具を使って、実験するこ
とを伝える。
■実験装置②に色水を入
れて、どの棒の水面が高
くなるか考えさせる。
■実験方法と、注意点の
説明をする。
・ワークシートの書き方
の説明などをする。
・実験器具、板書、タブ
レット端末(もしくは書
画カメラ)を使い、実験
の様子や実験器具の仕
組みを説明する。
・色水はガラス棒を伝わ
らせて慎重にゆっくり
と入れる。
・実験装置②を各班に１
つずつ配る。
・ワークシート(プリン
ト)を配布する。実験装
置が 2 種類あるので、対
応したプリントを配る。
・予想が出ない場合は、
管の太さを確認させ、ヒ
ントを与える。
■実験の注意点
①乱暴に扱わない。
②色水はゆっくり入れ
る。(空気が入らないよ
うに。)
③わからないことや、実
験してみたいこと、トラ
ブルが発生した時は、授
業者と補助者に質問す
る。
■補助者は１人あたり、2
班程度対応をする。
本時のめあて 
『この道具で、水面の高さを調べよう』 
資料　2
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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まとめ ( 5 分 )
5. 身のまわりの毛細管
現象の紹介
・本時のまとめを行う。
■毛細管現象が、どのよ
うな場所で使われてい
るのか説明する。
・「このような不思議な
現象のことを、毛細管現
象といいます」
・植物が、根から葉まで
水を吸い上げられるの
はなぜ？
■実験装置を回収する。
    
算数の授業が終わって
もまだ時間が余ってい
たら、いくつか実験を紹
介する。
■表面張力の紹介、毛細
管現象を利用した実験
などを行う。
・実験道具③(三角柱の
入れ物)に水を入れると
どうなるだろうか？
・コップからコップへ水
を移し替えるには、どう
したらいいだろう？(コ
ップに触らずに。)
・演示実験を行う。
・写真や実験映像を見せ
る。
8．授業資料
①毛細管現象について
『細いガラス管を水の中に立てると、管の中の水面は、外の水面よりも高くなります。この現象は毛
細管現象といわれ、水の表面張力やガラスと水のくっつきやすさなどが関係しておこります。
管の内側の直径を x mm、水面の上昇する高さを y mm とすると、およそ
y ＝ 28 / x
という式で表される反比例の関係になります。』  啓林館『未来へひろがる 数学１』
→定数「28」は、使ったガラスの物理的性質の性質によって決まると考えられる ( 授業者 )
②高い木の上の葉まで水を運ぶしくみ
『…。水は道管の中で、1 本の柱となり、とぎれることなく根から葉までつながっています。液体には
液体自身が集まろうとする力(凝集力)があるので、この水の柱は上下から引っ張られても、とぎれない
ようにたえることができます。葉で蒸散が起こると、この水の柱に上へ引き上がる力がはたらきます。
また、根のほうからも、水を吸収して上に押し上げる力(根圧)がはらたきます。…』
啓林館『未来へひろがる サイエンス１』
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ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
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が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
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協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
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めあて 『この道具で、水面の高さを調べよう！』 
【実験結果を記録しよう】 
基準面 1 2 3 4
管の太さ
( mm )
水面の高さ
( mm )
基準面からの
高さ( mm )
 
 
Memo ( 気付いたことやわかったこと、疑問に思ったことがあれば書いてこう )
 
 
 
水面の高さは… 
               
 
理由：                  
                 
                
予想 
資料　4
